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研究の要約
オープンアプローチによる指草を用いることにより,子どもの創造的な考え
を育成すると同時に子どもが意欲をもって積極的に授業に参加 し.数学的活動
を育成できると考えた｡この様な事は,H10.7にだされた教育裸程審議会答
申の中でも創造性の基礎を培う事が重視されているo
そこで,本研究では特に数学嫌いの子どもにどのような指導方法を用いれば
子どもが興味 ･関心をもって積極的に授業に参加するようになるかについて考
察する｡
はじめに
私は,多くの数学の授業で扱われている問
題の答えが一意に決まることが,子どもが本
来潜在能力としてもっている多様に考えよう
とすることを妨げ,興味 ･関心をもって積極
的に授業に参加 しようとする意欲を減退させ
ているのではないかと考える｡
また数学の指導が,一斉指導による教え込
みがまだまだ多く,子供一人ひとりがその子
どもなりの学習ペースで学習を進める機会が
少ないと考え,本研究を進めることにした｡
特に数学嫌いの子どもにどのような指導方
法を用いれば子どもが興味 ･関心,意欲をも
って積極的に授業に参加するようになるかを
考える.そこで,私はこれらの問題点を解消
する方法として ｢オープンアプローチによる
指導｣が有効ではないかと考えた｡
すなわち,オープンアプローチによる指導
を行うことにより, 1.子どもが本来潜在能
力としてもっている多様に考えようとする力
が養える｡ 2.-人ひとりの子どもが,その
子どもなりに数学の楽しさや ｢解けた,理解
した,できた｣という充実感,興味 ･関心,
意欲をもって積極的に授業に参加できる｡
3.子どもが数学への興味 ･関心をもつよう
になる｡が期待できると考え,オープンアプ
ローチによる指導方法の研究を行う事とした｡
オープンアプローチによる指革
1.オープンアプローチによる指導は
何故必要か
一人ひとりの子どもには,その子どもなり
の存在価値があり,子どもの要求,興味 ･関
心.そして学力といった面も異なる｡このよ
うな個人が集まって学校や学級を構成してい
るのであるから.教師が子ども一人ひとりの
要求,興味 ･関心,そして学力といった面に
あわせた学習指導を行 うとしても大変である｡
しかしながら,学校教育では,一人ひとりの
個性の伸長をめざした,個を生かし個に応じ
た指導が考えられ,行われるべきであるO
オープンアプローチによる指導では,問題
や解答に自由度が与えられ,子どもの興味 ･
関心,学力に応じて,ある程度,自由に学習
できる幅があることから,多面的にものを見
る力や論理的に考える力など創造性の基礎を
培うことができると考える｡また,集団によ
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って考えを洗練する場と教師による適切な指
導が導入され,一人ひとりの学力に応 じる.
個性豊かで創造的な学習が可能となるように
工夫されなければならないと考える｡
これとの関連において,高等学校学習指導
要領解説では,算数 ･数学科の現状と課潜と
して次のように述べている｡
これらの問題点には.オープンアプローチ
による指導によって,学習の進み具合,理解
の度合いの異なる子どもも共に大切な学習時
問として,算数 ･数学の授業に積極的に参加
することにより対応できると考える｡個人の
学習の進み具合,理解の度合いに合わせて
個々が自由に学習を進められ,意欲のある子
どもはさらに数学的な活動が深められ.意欲
のあまりない子どもであっても,その子ども
なりに理解 し充実感をもって授業に参加でき
ると考える｡そのことによって,子どもは,
学ぶことの楽 しさや充実感を味わいながら学
習を進めることができると考える0
2･オープンアプローチによる指導の特徴
オープンアプローチによる指導では一人ひ
とりの子どもが各自の学力,興味などによっ
て学習が進められる自由度,つまり.学習内
容と指導に幅と深さとにわたっての拡がりが
必要である｡そして,学力や意欲のある子ど
もは高いあるいは深いところの数学的活動が
できるとともに,それほど数学に意欲を示さ
ない子どもでも,彼らなりに満足 し,充実の
ある数学的活動ができる,そのような学習が
可能な展開であることが,オープンアプロー
チによる指導の特徴である｡
3.オープンアプローチによる指導の目標
算数 ･数学科の教科に限らず,子どもの意
欲を大切にすることが重要であろう｡その理
由は.もともと子どもの意欲は活発であり.
生得的なものであるが,指導などによって無
理やり詰め込まれたりすることなどによって,
子ともの意欲を減退させる恐れがある｡教師
によって,意欲を失わせないようにすること
が大切である｡
子どもに意欲を失わせない指導方法の一つ
としてオープンアプローチによる指軌 ま,有
効な指導方法の一つだと考える｡それは.千
ども一人ひとり各自のペースに合わせて学習
が進められる自由度,結果が一意に定まらな
いような問題場面を題材とする点などから,
子どもは意欲をもって,各自の興味 ･関心な
どからその子どもなりにでも理解 していける
からであると考える｡
これとの関連において,高等学校学習指導
要領解説[12]では,次のように述べている｡
第2節 数学科の目標
(1 ｢高等学校における数学教育の意義｣よ
り抜粋)
数学の学習がすべての生徒に必要であると
はいえ,高等学校では,数学に興味 ･関心等
をもたない生徒が少なからずいることもまた
事実であるOそのため,今回の改定では特に
数学を学習する意義,敷革的な見方や考え五
里よー呈,数学の美 しさ,文化や社会生活にお
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いて数学が果たしている役割などを理解させ
ることにより,数学-の興味･関心をもたせ,
学習-の意欲を高めることを大切にした｡さ
らに,数量空室芦を判三内容q)習得にとどめ
る_g?_ではなく_｣A園形成を旦指しを数学拳車
を患臥 し,卿 を通して創造性の基確
主星iという視点を重視したo
(*波線は.筆者による)
オープンアプローチによる指導によって,
数学的な見方や考え方のよさを子どもに感じ
させることにより.子どもが数学に興味 .関
心をもち,積極的に授業に参加するようにな
ると考える｡この様なことから,オープンア
プローチによる指導では,数学の学習を単に
内容の習得にとどめるのではなく一学ぶこと
の楽しさや充実感をもって学習をすることが
できると考える｡
オープンアプローチによる指導では,一人
ひとりの子どもが各自の学力,興味などによ
って学習が進められる自由度がある｡学力や
意欲のある子どもは高い,あるいは深いとこ
ろの数学的活動ができるとともに,それほど
意欲を示さない子どもでも,その子どもなり
に滞足し,充実した数学的活動が-i;Lきる｡こ
の様なことかう,数学的活動を通して創造性
の基礎を培うことができると考える｡
オープンアプローチによる指導の実践と評価
1.一筆審きによる事例
1.1 本事例のねらい
本事例 ｢一筆古き｣の目標を.次のように
設定する｡
･ 意欲的に自ら考え.興味 ･関心をもって
授業に参加しようとする｡
･ 一袋若きできる図形には.どんな性質が
あるかに気付く｡
･ 自ら考え,表現しようとする｡
1.2 本事例での,生徒に対する指導の工夫
1.2.1 問題 1について
生徒の多様な考えを引き出すために,次の
間題を授示した｡
【問題 1】
5つの点を直線やなめらかな線 (カーブ)で
結んで,一筆古きできる図形と,できない図
形をつくってみましょう05つの点すべてを
A
8 . ･E
C･ ･D
自分のペースで考えていくことにより,そ
の生徒なりに考え,図をかく活動を通して,
いろいろな図形が考えやす くなり,自ら興
味 ･関心をもって意欲的に授業に参加できる
ようになると考えた｡
1.2.2 問題 2について
【問題 2】
自分のつくった図形を見て,-筆書きできる
もの,できないものにはどんな性質があるか
考えてみましょう｡
ヒントカー ド
この授業では,生徒が意欲的に自ら考え,
興味 ･関心をもって意欲的に授業に参加でき
る事を目標に挙げているoそのために,【問題
2】の場面で,生徒の能力に合わせて学習が
進められるよう,次の3つのヒン トカー ドを
用意した｡
ヒントカー ドⅠ
鉛筆が止まった点はどんな点ですか｡また,
鉛筆が止まらない点はどんな点ですか｡一筆
番きできた図形と見比べてみましょう｡
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ヒン トカー ド丁では,生徒に点に注目させ
る事で.一筆寄きできるもの,できないもの
には,どんな性質があるか気付きやすくなる
と考えたO
ヒントカー ドⅡ
鉛隼が止まった点には,何本の線がきていま
すかD鉛筆が止まらなかった点には,何本の
線がきていますか.一箪省きできた図形と見
比べてみましょう｡
一箪番きできた図形
点 A ち C D E
一 筆 着 き できなかった図形
r r A B C D E
ヒントカー ドⅢでは,一筆番きできるもの,
できないものを上のような表に記入させ,分
類させることで.生徒は一箪書きの性質に気
付きやすくなると考えた｡
ヒントカー ドⅢ
(-筆書き)-最初と最後以外鉛筆は止まらな
いO
(止まらない)- 1点に集まる線の数は,偶数
本･奇数本のどちらかである｡
一筆昔きできた図形には,1点に集まる線の
数が.( A )と ( B )があるO
-隼書きできた図形には,1点に集まる線の
数が.すべて ( C )の場合があるo
また,1点に集まる線の数が,( D )の点
が ( E )個の場合がある｡
一筆奄きできない図形には,1点に集まる線
の数が.( F )の点が ( G )個以上あ
る｡
A 偶数本 B:奇数本 C:偶数本 D:杏
数本 E:2 F:奇数本 G:3
ヒントカー ドⅢでは,一一輩笹きできるもの,
できないものの性質に気付きにくい生徒も,
答えをむいた穴埋め式問題に取り組むことで,
その性質に気付き,問題 3に取り組むことが
できると考えた｡このようにヒントカー ドⅢ
を渡すことで.性質になかなか気付かず学習
意欲が低下してきた生徒も,興味 ･関心をも
って意欲的に問題3に取り組めるのではない
かと考えた｡
1.2.3 閉居3について
【間暦3)
性質に気付いた人は,自分で一筆書きできる
もの.できないもので,すぼらしいものを,
それぞれつくってみましょう｡
問題 3では,生徒自ら,-筆書きできるも
の,できないものをつくる活動を通して,一
筆若きの性質の再確認と.多様な答えのある
問題であるから,生徒は興味 ･関心をもって
意欲的に問題 3に取り組めるのではないかと
考えた｡
2.実践授業の評価について
2.1 実践授業の評価基準について
生徒の考えた反応を,量的な面,質的な面
の二つに分け評価する｡量的な面では 『流暢
性』,質的な面では 『柔軟性』,『独創性』と評
価基準を設けて生徒の数学的な見方や考え方
を評価する｡
- 58 -
･量的な面
『流暢性』
どれだけたくさんの考えを出すことができ
るかということである｡正答となる考えの反
応の総数を,『流暢性』として評価する｡
･質的な面
『柔軟性』
正答となる考えのうち.同一の観点に属し
て重複している反応は.それを一つと数える｡
その反応の総数を,『柔軟性』として評価する｡
『独創性』
正答となる考えの反応のうち,発展性があ
るものや,他人が思いつかないようなものが
あれば,それを 『独創性』として評価する｡
『流暢性乱 『柔軟性乱 『独創性』の3つの
観点から,生徒の数学的な見方や考え方を評
価する｡また,『流暢性』,『柔軟性』.『独創性』
は.それぞれを独立させて評価する事とする｡
なお.『柔軟性』の方が 『流暢性』より優れて
いるとか,『独創性』の方が 『柔軟性』より摩
れているという見方はせず,『流暢性皿 『柔軟
性』,『独創性』それぞれがどうであるかとい
う見方から,生徒の数学的な見方や考え方を
評価する｡
2.1.1 間層 1についての評価基準
【問題 1】では,『流暢性』,『柔軟性』,
流暢性 :一筆書きできるもの,できないもの
両方で正答となる反応の総数｡
評価基準
反応数 10個以上 十分満足
反応数 6-9個 おおむね満足
反応数 0-5個 今一歩
柔軟性 :(i)すべて偶数点の場合,(h)育
数点が 2個の場合,(山)一筆書き
できないもので分類 して評価するC
評価基準
(i),(i).(ii)すべてかいている
場合 十分満足
(i),(i),(ii)のうち,2つかい
ている場合 おおむね満足
(i).(i),(ii)のうち.1つかい
ている場合 今一歩
独創仕 :正答となる考えの反応のうち,発展
性があるものや,他人が思いつかな
いようなものがあれば十分満足と
して評価する0
2.1.2 問題2についての評価基準
【問題 2】では,ヒン トカー ドの何番目
までに一箪香きできるもの,できないも
評価基準
[
【間頗 2】 で性 質 に気 付 い て い
ヒン トカー ドⅠで性質に気付いている
十分満足
ヒン トカー ドⅢで性質に気付いている
おおむね満足
今一歩
2.1.3 間唐3についての評価基準
【問題3】では,『流暢性』,『柔軟性』,『独創
性』の他に,『数学を楽しんでいる』で評価す
流暢性 :一筆書きできるもの,できないもの
両方で正答となる反応の総数｡
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評価基準
反応数 4個以上 十分満足
反応数 2-3個 おおむね満足
反応数 0-1個 今一歩
柔軟性 :(i)すべて偶数点の場合,(i)杏
数点が 2個の場合,(也)一筆寺き
できないもので分類 して評価する｡
評価基準
(i),(u),(ii)すべてかいている
場合 十分満足
(i),(立),(lil)のうち,2つかい
ている場合 おおむね満足
(i),(a),(ii)のうち.1つかい
ている場合 今一歩
独創仕 :正答となる考えの反応のうち.発展
性があるものや,他人が思いつかな
いようなものがあれば十分満足 と
して評価する｡
数学を楽 しんでいる :一筆でかける,-輩で
かけない "絵"をかい
ている場合,十分満足
として評価する｡
3.A校について
3.1 A校の生徒の実態
私立通信制サポー トコースの生徒で,学習
意欲は低く,学力はあまりよくない｡生徒の
学習能力については,個人差がある｡特に,
学習に対する興味 ･関心は低く,授業中集中
して学習に取り組むことができず,教師の問
いかけに対する反応は少ない｡
生徒が意欲をもって積極的に授業に参加
できるような問顔を提示 し,数学に興味 ･関
心がもて,数学的な見方や考え方のよさを感
じることができるように授業を展開していき
たい｡
3.2 評価表
間傍 1の評価表
十分満足 - ･･･- ･◎
おおむね満足 ････I･○
今一歩 ･- ･- ･･･△
の記号で表
す｡
生徒番号 流暢性 柔軟性 独創仕
1 ◎ ◎
2 ◎ ◎
3 ◎ ◎
4 ◎ ㊨
5 ◎ ◎
6 △ ◎
7 ◎ ○
8 ◎ ㊨
9 ◎ ㊨
10 ◎ ◎
ll ○ ㊨
問題 2の評価
十分満足
該当者なし
おおむね満足
生徒番号 :8
今一歩
生徒番号 :1,2, 3, 4 , 5, 6 . 7 , 9, 10,
11
問題 3の評価表
十分満足 - ･- ･･･◎
おおむね満足 ･･･- ･○
今一歩 ･- ･L････△
〕
の記号で表
す｡
『数学を楽しんでいる』の項目は.それがあ
れば,☆とする｡
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生徒 流暢 柔軟性 独創仕 #*%#L
番号 悼 んでいる
1 ◎ ○
2 ○ △ ⑨ ☆
3 ◎ ○ ◎
4 ◎ ○ ☆
5 ○ ○
6 ○ ○
7 ○ △
8 ◎ ○
9 ◎ ○
10 ◎ ○
ll ○ ○
3.3 評価表にもとづく考察
問題 1について
流暢性 柔軟性 独創性
十分満足 9人 10人 雷亥当者なし
おおむね満足 1人 1人
以上のような結果になった｡
流暢性,柔軟性,独創催,それぞれがどう
であるかを.生徒一人ひとりについてみるこ
とができる｡そして,その生徒なりの数学的
な見方や考え方を評価することが大切である
と考える｡
クラス全体として,どうであったかについ
て考えると,流暢性,柔軟性で,｢十分満足｣
という生徒は 8人いた｡独創性については,
問題 1の性質上,独創性はでにくいと考える｡
従って.問題 1については.独創性の咳当者
なしという結果ではあるが.評価基準として
｢今一歩｣とするのは,適当でないと考え,
この考えがある場合についてのみ,｢十分満
足｣と評価することにするO
問題 2について
十分満足 おおむね満足 今一歩
以上のような結果になった｡
クラス全体として.どうであったかについ
て考えると,r今一歩｣が 10人であったが,
生徒は性質に気付こうと真剣に取り組んでい
た｡結果としては,残念であったが.生徒が
頁剣に取り組んでいたことは嬉しいことであ
った｡
間類3について
流暢性 柔軟性 独創佳 数学を楽しんでいる
十分満足 6人 0人 2人 2人
おおむね満足 5人 9人
▲-7歩 0人 2人
以上のような結果になった｡
流暢性,柔軟性,独創惟,それぞれがどう
であるかを,生徒一人ひとりについてみるこ
とができる｡そして,その生徒なりの数学的
な見方や考え方を評価することが大切である
と考える｡
クラス全体として,どうであったかについ
て考えると,流暢性,柔軟性,独創惟,数学
を楽しんでいるのうち,すべての生徒が,一
つでも ｢おおむね満足｣以上であった｡これ
は,この授業がクラス全体として効果的であ
ったと考える｡
おわりに
オープンアプローチによる指導で授業を展
開した結果,普段の授業ではあまり発言 しな
い生徒が多いクラスであったが.授業中の発
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言も増え,普段あまり授業に参加 しない生徒
ち,積極的に授業に参加するようになったO
この様な事から,一斉指導による教え込みの
授業とは異なり,子ども一人ひとりが,その
子どもなりのペースで学習を進めることがで
き,意欲,興味･関心をもって積極的に授業に
参加するようになり,数学の楽しさや ｢解け
た,理解した,できた｣という充実感を味わ
う事ができたと考える｡
また,多様な答えが出ることに少し戸悪い
をみせながらも問題に真剣に取り組み,多様
な答えをその生徒なりの表現方法で表してい
たOこの様な事から,子どもが本来潜在能力
としてもっている多様に考えようとする力も
養えたのではないかと考えるO
オープンアプローチによる指導では,生徒
一人ひとりが各自の学力,興味 ･関心などに
よって,個々のペースで学習が進められる串
から.早く考えが浮かぶ生徒,じっくり考え
る生徒など多様な生徒がクラスを構成してい
るが.生徒一人ひとりの大切な学習時間とし
て授業が展開できたのではないかと考える｡
今後の課題として,子どもが興味 ･関心,
意欲をもって積極的に授業に参加できるよう
なオープンアプローチによる指導方法.問題
づくりについてさらに考えていきたい｡
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